
難麟
　 恐

岡

皿叢

武
士
成
立

の
纒
濟

的
要
素

:

綜
合
奢
侈
税

の
批

評

・

濁
立

海
運
業
者

の
排
他
的
手
段

・

文
化

的
認
識

と
歴

史
的
認
識

・
・

時

蛤
㎜

地
租
委
譲
と
吸
入
の
鉄
昭
旧
…

農

村
問
題

と
其
封

策

:

・
:

・

一説

苑

壼

岐
國

に
於
け

る
地
割
制
度

:

歴

史
派
輕
濟
學

獲
達

の
樫
路

・
・

㎜雑

録

氏
族
制
度
雑
考

・
…

.
…

報
酬
逓
減
法
則
の
適
用
範
圃

:

照

鷹

計

算

め

一
方

,法

・
・
・
…

・
文
學
博
士

三

浦

周

行

・
注
學
博
士

瀞

戸

正

雄

注

學

士

小

島

昌

太

郎

・

法

華

士

恒

藤

恭

渋
墨
博
士

小

川

郷

太

郎

:

・
法
學
博
士

河

田

嗣

郎

:

・
農

學

土

奥

田

或

.

法

學

士

山

口

正

太

郎

・

:

法

華

士

本

庄

榮

治

郎

・

・
法

學

士

山

口

正

太

郎

.

:

縄
濟
學
士

蜷

川

虎

三

、

一」.一.一



吐

ρ

綜

合

的

奢

侈

税

の

批

評
・

戸

正

雄

緒
言

(本
.研
究
の
目
的
)

ラ

　

ラ

第

【
段

綜

合
的

薯

移

穐
の
長

所

(
一
本
税
其
も
の
こ
し
て
の
長
所
助
能
力
原
則
上
掛
租
税
艦
系
上

い
他

の
雑
多
な

ろ
消
費
税
マ、
の
子
孫
上

ろ
財
産

(

(

　

く

く

　

ラ

ラ

ラ

ラ

増
便
視
ぐ・
の
干
係
上
⑥

生
産
斌
會
及
教
育
政
策
上
側
↑財
政
取
入
上
に
龍

税
芝
の
比
較
上
値
従
来

の
消
費
税
ぐ、
の
比
較
上
@
公
正
課
税
の
見
地
エ
リ
σ

ラ

ラ

菟
税
購
及
累
進
傘
か
持

ち
得

ろ
こ
ご
2
消
費
の
性
質

に
立
入
り
て
適
當

に
課
税
し
得
る
こ
芒
3
消
費

の
性
質

に
よ
る
免
税
特
典
畑
興

ふ
ろ
心
得

る
こ

(
.

(

ラ

ラ

こ
4
代
用
品
消
費
に
向

ふ
こ
ε
に
よ
り
て
不
公
平
な

ろ
結
果
な
生
ず
う
が
如
き
こ

ミ
な
き
心
得

ろ
こ
ぐL5
貧
民
の
邊
重
責
携

ε
な
ら
ざ
る
為
得

る
、
地

ぐ

く

う

ラ

ラ

芝
6
使
用
税
に
鵠
ろ
も

の
だ
漏
ら

さ
ざ
ろ
海
得

る
こ
8
7
生
産
過
程
の
改
頁
の
薦
め
P
不
公
平
な
生
ず

う
が
如
き
こ
ぐ
」な
き
た
得

ろ
こ
ε
傷
縄
濟
上

(

(

ラ

ラ

の
見
地
よ
り
.1
生
産
上

の
影
響

a
産
業

に
不
平
等
な

ろ
打
撃
な
與

へ
ざ

う
な
得

る
こ
ご
b
生
産
及
外
聞
喩
出

に
打
撃
だ
輿

ふ
ろ
こ
ご
大
な
ら
ざ
ろ
な

(

(

(

ヒ

ラ

　
ラ

ラ

ラ

ラ

得

ろ
こ
ミ
2
消
費
上

の
影
響
3
偵
格
上
の
影
響
ば
貢
携
上
の
見
地
ま
り

1
浩
豊
者
ん
し
て
費
櫓

ぜ
し
む
み
に

つ
春

a
消
農
者
炬
し
て
公
明
に
.自
畳
の

(

(

(

(

(

ラ

ラ

下
に
員
携

ぜ
し
む
ろ
こ
こ
b
政
府

に
攻
納

さ
う
る
エ
リ
も
多
く
な
貝
摺

冠
し
め
ら

う
ろ
こ
£
.な
音
な
得

ろ
こ
芝
2
瞥
業
者
浮
し
て
納
種
土
監
督
上
の

(

」

(

ラ

ラ

頁
摺
た
免
れ
し
む
ろ
こ
亡
に
技
術
上
の
見
地
£
り
税
法
割
合

に
簡
単
に
し
て
覆
用
少
音
心
得

ろ
・
ぎ

B
所
得
税
等
電
の
比
較
上
)

ぐ

ぐ

　

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

第

二
段

綜
合
的
奢
侈
税

の
短
所

工

賃
耀
上
二
技
術
士
A
立
法
技
術
上

税
率
累
進
免
税
購
等
の
定
め
方
の
困
難
B
行
政
濯
用
上
い
課
税
物
件
の
捕
捉

(

(

(

(

(

ラ
難
ろ
滞
納
の
多
大
)

(

結
論
(全
文
の
蟇
口
日
)

国

緒

口

、消
費
税

は
由

來
頗

る
鞍
達

し
て
は
居

る
が
、
併

し
實

の
庭

、
複
雑
多
様

、
不
統

】
で
あ
b

、
其
間

に
騰

系

が
甘

論

叢

綜
合
的
奢
侈
税
の
批
評

第
+
七
巻

(第

二
號

一
五
)

=
ハ
七

●



㍉

.

撞

胚踊

叢

弛祢
合
補剛
奢
侈
税
の
批
評

第
十
七
地徳

〔第
二
號

一
占ハV

一
占八
入

く
出
来

て
居
な

い
。
勿
論
之
を
整

理
し
た
な
ら

ば
、
或

度
ま

で
は
髄

系
は
立

つ
。
併

し
其
も
實

に
或

度
ま

で

、
め

つ
て
、
到
底

完
成
は
畳

束
な

い
。
例
之

、
日
本

の
消

費

税
で
も
真
中

よ
り
必

要
品
椀
を
取
除

き
へ註

こ
、
多

少

ご
も

奢
侈
的
意
義

あ

る
物

の
視

の
み
を
残
し
.
其
も
奢
侈

重
課

の
方
針

の
下

に
奢
侈

の
度
合

の
大

小

に
鷹

じ

て
差
等
付

-
け
た
課
税

を
爲
す

こ
ε
に
依

り

て

】
鷹

の
公
牛

に
適

ふ
た
消
費
税
機

系
は
出
水

る
が
、
併

し
共

ざ
て
諸
多

の
税

の

集

合
か
ら
成

る
か
ら
其
間

に
負
捨

の
偏
頗

を
生

ず

る
こ
ε
ご
な
ら

ぬ
ざ
は
保
護

が
出
来

な

い
。
所
詮

消
費
特

に
奢

,

移

的
溝
費

の
大

小
に
よ
b

て
課

税

し
や
う

ε
思

へ
ば

、
消

費
者
だ

る
人
を
中

心

こ
し
て
、
此

に
於
け

る
綜
合
的

の

消
費

税
を
作

る
の
で
な

け
れ
ば
完

全
に
は

な
ら

な

い
。
或
は

此

の
如

き
も

の

の
み
で
消
費
挽

を
作

る
か
、
其

で
不

安
心

ε
い
ふ
な
ら

ば
從

來
歴
史
的

に
凝
達

し
來

つ
だ

消
費
諸

枕
を
政
…艮
軽
減

し

て
存

置

し
、
其
外

に
別

に
綜
合

的

消
費
税
を
設
く

る
も
可

で
あ
ら
う

ピ
考

へ
ら

る

、
。

勿
論
此

の
如

き
も

の

の
構

成
が
多
少
困
難

で
は

あ
る
貴
行

が

困
難

ε

い
3,
こ

・し
は
認

め
な
く

て
は
な
ら

識
が

、
原

則
上
希
望
す

べ
き
も

の
ε

い
面
こ

ε
は
争

ひ
は
な

い
「註
二
)。

斯
く
て
私
も
嘗
て
之
が
成
形
を
試
み
た
こ
語

る
所
で
あ
る
が
川
其
後
入
手
し
だ
所

の
・
ζ

ー
-
の
饗

所
得

税
・し
い
ふ
書
物
を
見
る
ご
、
類
似

の
考
が
出
て
居

る
。
其
は

つ
ま
り
、
人

の

一
定
年
の
所
得
中
か
ら

、
其
年
に
於

け
る
財
産
増
慣
額
を
引
去
b
、
更
ら
に
其
の
人
の
家
族
の
人
頭
當
り

一
定
最
小
消
嚢
額
を
引
去
り
だ
る
残
額

に
累

ユ

進
課
税
を
行

ふ
も
の
で
あ
る
。
氏
の
署
書
は

一
九

一
六
年
に
出
て
居

る
、
が
私
の
夫

の
文
章
を
害

い
陀
の
は

　
九

一
六
年
ε

　
七
年
こ
の
両
度
で
あ
り
、
常
時
大
戦
中
で
氏
の
著
書
を
手
に
入
れ
る
こ
ε
の
出
楽
な
か

っ
だ
所

で
あ

1)拙 著 租 税 研 究 第 一ALA460-462.財'政 問 題.6:y,以 下

2)Mombしrt,Ein.Verbs.訓 ⊂bじiukomlhell,しeuerfur3,sReich.

、
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居.

つ

て

、

期

せ

ず

し

て

類

似

の
考

に

到

達

し

た

の

で

あ

る

。

今

之

を

讀

み

之

を

重

ね

て

考

ふ

る

に

就

い

て

高

蔵

交

々

到

b

て

、
再

び

一
衣

を

成

さ

ざ

る

を

得

な

く

な

つ

π

。
傍

っ

て

藪

に

氏

の

案

に

謝

し

て

珈

か

評

論

を

試

み

や

う

ご

思

ふ

。

或

は

奢

侈

視

は

過

去

の

撹

也

こ

か

遠

き

未

來

の

税

也

ご

か

一
概

に

評

し

去

ら

ん

ε
す

る

も

の

も

あ

る

け

れ

こ

も

(註
三
)
、
此

の

如

き

は

所

謂

奢

侈

税

ご

し

て

特

定

物

艦

に

課

せ
ら

る

る

も

の

に

は

當

る

が

、

人

的

綜

合

的

の

碧

修

挽

に

は

酷

評

で

あ

っ

て

、

此

は

む

し

ろ

近

く

現

實

性

を

示

す

こ

ε

の

あ

り

得

る

も

の

で

あ

ら

う

ε

私

は

考

へ

て

居

る

(註
四
)
。

(註

一
)沿
費

挽
に
於
て
生
活
必
要
品
ん
遊
げ
て
不
要
品

々
選

む
べ
き

こ
達
に

一
般

に
認
め
ら

み
ろ
所
で
あ
る
。

ム
ル
ハ
ル
}
、
ビ
ー

ル
ザ

ツ
グ
.
ポ

萄

ソ
フ

マ
ン
、
ベ
ル
ギ
ウ

ス
、
ウ

ン
プ

エ
シ

パ
ツ

ハ
、
リ

ン
ポ
フ
、
隣
弔
政
治
家
、
バ
ス
テ
ー
ブ
ル
、
、
ベ
ラ
フ
エ
ル
デ
ス
、
ラ
ウ
等
。

の

(註
二
)私
が

一
般
に
奢
侈
視
の
長
短

に
つ
い
て
蓮

べ
た
も
の
に
侠

っ
て
推
す
一
;
㌔
葎
得

ろ
。
術
ほ
比
論
交
の

不
文
に
よ
り

一
層
適
確
ぐL
な
る
6

〔註
三
)
ア
ウ
ア
バ
ツ

ハ
に
-
大
戦
争
前
に
に
奢
侈
税
は
多
く

の
國

の
行
政
に
て
全
く
之
な
鋏
き
、
交

に
此
が
他

の
税
の
傍

に
小
重
要

の
税
こ
し
て
立

ち
、
む
し

ろ
産

出
的
骨
董
品

こ
し
て
及
ま
來
の
税
こ
し
て
見
ら
れ
た
こ
い
ふ
て
居

ろ
が
、
其
他
、
従
来
の
普
通
な

ゐ
奢
侈
税
に
封
ず
る
批
評
ば
貴

行
上

に
關
し
て
ば
不
利
な

み
も
の
が
少
く
な

い
。
例
之
、
ウ

グ
ナ
ー
に
、直
接
著
修
扮
に
原
則
上
、
純
財
政
上
及
肚
會
政
策
上
の
観
察
馳
よ
り
理
由

附
け
ら

う
ろ
な
得

う
が
、
蜜
腺
上
及
租
税
技
術
上

ぱ
唯
だ
例
外
的
に
の
み
勧

む
べ
昏
も

の
ご
爲
し
、

エ
ー

ベ
ル
ヒ
も
、
奢
侈
品
税
ぱ

一
般
公
正
感

情
に
ば
適

ふ
が
財
政
上
に
小
取
入
で
あ

ろ
ε
寫
し
、

コ
ン
ラ
ー
ド
も
、
此
が
経
済
上
及

公
正
観
察
瓢

蕊
り
辯
護

ぜ
し
む

る
も
、
財
政
上
は
唯
だ
小

坂
額
な
生
す
る
に
止

ま
る
ε
偶
し
、

ヘ
ソ
ケ
ル
も
此
が
、
其
大
な
る
徴

牧
費

ご
厄

介
な

る
監
督
ミ
に
濁
し
攻
額

の
割
合
小
な
る
こ
嘘
な
惜

し
ん
で

駄

・

(註

四

養

例

の
乏

し
き

こ

ご
は

確
か
で

、

現
買
控

な
云

々
す

う
に
少

し
く

荷
早

か

も
知

れ

な

い
。

實

例

ε
し

て

に

べ
ラ

フ

丁
ル

デ

ス
に
依

れ

ば
・
英

図
に
て
チ
ヤ
ー

レ
ス

一
世
の
時

一
六
四

一
年
に
支
出
の
上

の

一
般
税
が
行
拭
れ
、
津

々
百
膀
為
消
費

す
ろ
者

ば
五
陽

奄
鋤
ひ
、
最

小
額
に
五
傍
の

論

叢

綜
合
的
奢

侈
税
の
批
評

第
十
七
巻

(第

二
號

一
七
)

一
六
九

3)Murhard,TheorieandPoli[ikderBesleuerun蚕 ζ.S.590-59[.Biersaρk,

UnbetBesteし1erlmg.S,Ho仔mann,DleLehrevor】denSte,ern.工72.173.

S・245.BergiL15pFw.S.3H.Ump毎nbach,Fw.S.277.Linho汗,1.diekしen

Steuernodernicht.S.33.Staaしsmanna.D.IFw.S.279.Ba・tab!e,Puhlic

丘r.an⊂e.3ed.P.510.BelaF61des,Fw.S.479.R且u,Fw.5Au臼.II.S.223.

4)拙 著 租 税 研 究 第 一 讐427,以 下

一.一一

一.一.



声

論

叢

綜
合
的
奢
侈
税
の
批
評

の

年
支

出

に
て

一
志

か
携

ふ
た

、こ
い

ふ
事

で

あ

み
Q

第

一
段

綜
合
的
奢
侈
税
の
長
所

第
十
七
巻

(第
二
號

一
八
)

一
七
〇

此

綜
合

的
奢
侈

檎

に
は

長
所
も

あ
れ
ば
短
所

も
あ

っ
て
、
其

長
所

ご
認
む

べ
き
も

の
が
少
く

な

い
。
其
は
之

を

此

視
自

身

に
就

い
て
考

ふ
る
こ
ご
が
出

來
、
他

挽

ご

の
相

封
關
係

に
於

て
見

る

こ
ε
が
出
來

る
。
先

づ
前
者

よ
b

し

て
述

べ
や
う
Q
ー

ラ「
本
税
其
も

の
ざ
し

て
の
長
所

ー

ーA
能
力
原
則
上
-

人
の
奢
侈
的
出
費
の
額
が
其
人

の
給
付
能
力
を
指
示
し
(註
五
)
、
其
は
特
に
各
箇

の
奢
侈
的

(

支

出

叉

は

物

禮

に
依

ら

す

、

人

を

中

一6

だ

し

其

人

に

於

け

る

全

髄

の

此

の

如

き

支

出

の

額

に

よ

り

て
最

良

く

見

ら

る

一
き

も

の

で

(註
六
)
、
此

よ

b

い

ふ

も

此

綜

合

的

菊

修

視

が

最

も

良

く

能

力

を

現

は

す

。

へ註
五
)
私
に
此
鮎

に
っ
き
て
ば
私
の
牲
て
鰻
表
し
た
論
文
中

に
之
か
説

い
た
所
で
あ
る
。
省
ほ
ア
ツ
ア
バ
ッ

ハ
も
「
奢
侈
の
存
す
ろ
塵
に
給
付
能
力

リ

ヨ

の
謹
明
が
興

へ
ら
ろ
ε
の
考
あ
り

ピ
い
ふ
。

(註
六
}
ア
ウ
ア
バ
ッ

ハ
に
、
人
に
公
正
観

察
馳
ム
岡
出
強
し
て
、
不
要
な

る
支
出
か
給
付
能
力
の
特
徴

瓦
標
準

こ
し
て
探
ら
ん

こ
す
る
ξ
き
に
、
唯

各
人
の
支
出
の
申
告

に
結
付
く
所
の
入
税
の
み
な
目
的

の
爲
め
に
導
き
得

る
ε
寫
し
、

エ
ー
ベ
ル
し
も
、
奢
侈
晶
税
が
富
め

ろ
階
級
の
全
燈

の
奢

の

.

修
費
な
捕
捉
す

る
な
得
ろ
ミ
き
に
の
み
、
肚
會

及
租
税
政
策
上
の
期
待
し
た

ろ
目
的
が
達
し
得

べ
し
ミ
い
ふ
。

　

B
租
税
禮
系
上
I

r

、

5)Auerbach,.DieLux巳sumsatzsteuer.(Zeitschrifヒ £g,Stw.76Jg.1&2Hft.)

Fw.2Aufl.[1,S.6w,Eheberg,FwS,is9,Wagner,

zA,1】,S.23,Iieckc1,Lehrbllch.11.S.288・Cり117恐しlFw.

6)BelaF61deミ,a.乱.0.S.483-4.

Allerbach.a.a.O,S.1L4.7)拙著 租 税 研 究 第 一 ・巻43Q-432,

Ehebcr昌.,S.388.8)Aue【back,a.a.O.S、143.
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汐

■

うい
他
の
雑
多
な
る
消
費
税
ご
の
關
係
上
i

従
来
の
雑
多
な

る
消
費
税
は
之
を
整
理
し
禮
系
立
て
な
く
て
な

(

ら

撮
こ
ε
は

い
ふ
を
待

た

の
が
、
・其

に
し

て
も
各
箇

の
税

の
並
立

で
は
甘

く
警
視
間

の
聯
絡
を
附
け

る

こ
ε
は
出

來
な

い
。

や
は
b
凋

立
な

る
全

局
的
な
消
費
税
を
以

て
此

聯
絡
を

つ
け

、
且

つ
其
筈

の
も

の
の
缺
陥
を

補
完

し
な

く

て
は

な
ら

諏
書

七
)。
其

は
恰

か
も
嘗

て
雑
多

な

る
版
金
税

の
存

し
た

る
後

に
、
其
缺
陥

を
補

ひ
其
聯

絡
を

つ
け

る
爲

め
に
所

得
挽
て

ふ
統

一
的

の
租

椀
が
獲
達

し
、
初

め
に
此
が
耽
盆

挽

ε
並
行

し
、
後

に
は
牧
盆

挽
を
も
併

呑

し

て
完
成

を
遂
げ
た
や
う

な
順
路

を
取

る
も

の
で
は

な
か

ら
う

か
。
此
趣

旨

に
於
て
此
際

、
綜
合
的
奢
侈

税
を
敲

く

る
こ

ご
が
通
常

で
あ
る
。

(註
七
)パ
ウ
ば
、
此
箇
人
的
消
費
税
の
理
由
附
け
ピ
し
て
に
、
特
に
特
別
奢
侈
税
、
大
量
消
費
税
及
商
品
取
引
税
よ
り
生
す
ろ
凡
べ
て
の
鋏
隅
の
李

93

準

為
此

に
於

て

見

る
ε

い

ふ
。

うろ
財
産
増
償
視
・こ
の
關
係
上
i

財
産
増
償
税
の
存
す
る
庭
で
は
、
此
撹
が
浪
費
者
を
有
利
達
し
、
貯
蓄
者

(

を

不

利

ご

す

る

の

を

、

此

綜

合

奢

侈

挽

に

て

緩

和

し

や

う

ピ

い

ふ

こ

ε

も

あ

る

(註

八
)。

〔註
八
)
モ
ン
バ
ー
ト
ば
、
財
産
塔
便
税
が
或
意
味

ド
て
貯
蓄

の
上

の
特
瓢

の
硯

海
表

は
ず
こ
い
ふ
非
難
為
受
け
ろ
。
だ
か
ら
立
法

の
任
務
に
、
む

し

ろ
此
財
産
壇
偵
視
の
傍

に
、
彼
の
全
所
得

か
消

費
す
ろ
者

に
も
、
其
他
同

一
事
情

の
下
に
之
よ
り
し
て
財
産
な
成
形
す
ろ
者

巳
少
く
`
も
同
じ
だ

け
強
く
誤
脱
す

ろ
薦
め
の
租
税
の
新
形
式
為
見
出
ず
こ
こ
で
あ
る
ε
い
ひ
、
ア
ウ
ア
バ
ツ

ハ
も
類
似
の
こ
芝
た
述

べ
、随
て
奢
侈
的
支
出
視
た
財
産

壇
慣
視
の
補
完
"し

て
要
求
す
べ
き
も
の
ε
爲
し
・
リ
ス
ナ
ー
も
・
里

所
得
甜

に
於
て
・
財
産
堵
偵
が
・
不
貯
蓄
に
て
よ
り
11
む
し
ろ
貯
蓄
に

よ
り
て
生
ず
る
が
故

に
、
財
産
増
便
税
が
貯
蓄

に
謝
し
不
貯
蓄

々
有
利
こ
す

乙
ご
ざ
に
な
ろ
。
此
が
財
産

粛
慣
硯
の
峡
貼
で
あ
ろ
が
、
此
に
奢
侈

恥

的
消
費

の
捕
捉
に
よ
り
て
救
済
す

る
だ
得

る
ミ
い
ふ
て
居

る
。

論

叢

綜
全
的
薯
移
換
の
枕
許

第

†
七
巻

(第

二
號

一
九
)

↓
七

「

9)Pfau,Industr量epolitischeGesichtspunkteinderBesteuerung.S.6i.

10)Mombert,a,a,0.S.7.Lissner,DieZukunftderVerbrauchssteuernln

Deしitschland.S.55.Auet'1〕ach,a,a.O・S.II6置

『



、

「

論

叢

綜
合
的
署
務
税

の
批
評

第

十
七
巻

(第

二
號

二
Q
)

一
七
ニ

ラC
生
産
、
祉
曾
及
敏
育
政
策
上

-

此
税
は
又
奢
侈
枕

ε

し

て
.輩
に
能
力
及
租
税
原
則
上
よ
り
辯
護
さ
る
る

(

'

の

み

な
ら
す
、
奢
侈

の
抑
制

に
よ
り
て
生
産
政
策

に
も
、

砒

會
政
策

に
も
、

教

育
政
策

に
も
適

ふ
こ
`
を
得

る

(註

九
)
。

(註
邦
}此
鮎
1ま
私
の
別
の
論
文

に
説
く
通

り
で
あ

る
。
街
ほ
、

モ
ン
バ
ー

ト
も

、
給
付
能
力

に
依

る
課
税
原
則
の
傍

に
、
吾
人
は
將
來
に
ば
此
迄
玉

の
も
全
く
異

っ
た
方
法
で
纒
済
的
目
的
に
滴
ふ

ーミ

に
於
け
る
課
税
の
原
則
々
も
行
に
れ
し
め
な
く
て
に
な
ら
ね
。
そ
し
て
課
秘
が
羅

に
財
産
又

ば
所
得

F
て
課
税
さ
れ
な

い
で
、
沿
費
所
得

醗
ε

し
て

消
費
ド
向
け
ら
れ
た
ろ
所
得
部
よ
り
微
牧

さ
ゐ
㌧
場
合
に
、
資
本
成
形
に
有
利
な
る
意

味
が
現
に
る
ミ
爲
し
〔
パ
ウ
も
、
此
脱
は
近
世
の
経
済
政
策
的
租
税
観

の
固
有
の
完
成
で
あ
っ
て
、

モ
ソ
バ
ー
ト
の
原
則
は
、
其
全
経
済
的
機
能

が
、
今
日
全
く
第

「
級
的
な
る
貯
蓄
者
か
、
浪
費
者

よ
り
も
不
良

の
地
位
に
置
か
ず
し
て
可
艮

の
地
位
に
置
く
こ
こ
に
存
す

建
爲
し
、

ロ
ピ
ン
ソ
、

ン
も
、
.純
粋
な

る
奢
侈
的
消
費

F
向
げ
ら
る
み
所
得
に
、
嚴
絡
匡
い

へ
ば
人
的
叉
は
物
質
的
資

本
の
生
産
力
な
矯
加
し
な

い
。
之
為
妨
げ

み
こ
と

-工
将
来
の
生
産
力
の
上

「
直
接
影
響

し
な

い
で
あ
ら
　

・・
い
ひ
・
ア
ウ
ァ
バ
ッ
ハ
ぱ
・
奢
侈
ε

い
ふ
観
念
に
人
に
多
少
罰
す
べ
者
も
の
と
い
ふ
観

念
為
結
付
け

る
こ
ε
た
例

ε
す
る
。
そ
し
て
此
悪
む
べ
き
事
物
及
行
爲
に
射
し
て
税
が
制
裁
ピ
し
て
導
に

る
ミ
駕
し
、
プ

レ
ー

ン
も
、
丙
國
泊
賢

税
の
主
目
的
匿
攻
入
な
拳
ぐ

み
こ
ミ
に
あ

ろ
が

.
節
倹
奨
働
の
考

、
及
税
な
耐
會
及
道
義
上
の
吹
草
の
方
便

ε
す
ろ
の
願
望
が
、
此
等

の
税
の
或

恥

も

の
〔特

に
著
傍
視
)
叉
に
少
く
こ
も
裸
麗
さ
ろ
べ
き
物
の
選
擢

剤
指
示
し
だ

ミ
い
ふ
て
居
ろ
。

　D
財
政
牧
人
上
一

光
視
は
他
方

に
所
得
税
財
産
増
償
挽
な
ご
の
相
當
獲
達
し
て
居

る
以
上
は
、
其
上
の
手
藪

費

用
を
要
す

る
こ
ピ
少
く

し
て
相

當

に
大
な
牧

人
を

擧
げ
、
而

か
も
撹

賀
上
可
な

り
の
屈
伸
力

を
も
備

へ
て
居

る
。

皆

ラ三
池
税
ご
の
比
較
上

ー
ーA
從
來
の
清
費
椀

{
の
比
較
上

(

U)拙 著 租 税 研 究 第 一 巻.436-7,Mombert,a.a.Q・S.8・H,Pfau,a・a.U,S,

61.}て(,bi11・on,Publicfinance.p.46.Auerbach,a.a.0,S.II4.Plehn,

Publ逼c【klanC巳4¢d・P.x36.



、

.

ラ

ル

い
公
正
課
税

の
見
地

よ

り

F
(
ラー
冤
挽
黙
及
累
…進
牽
を
持
ち
得

る
こ
ε
1

次
ぎ
に
池
税

ε
の
比
較
よ
り
考

ふ
る
ε
、
先

づ
以
て
従
来
の

(

消

費

税

ε

比

較

し

て

、

其

に

て

は

到

底

免

税

黙

や

累

進

率

の

如

き

給

付

能

力

に

適

悠

す

る

爲

め

に

大

事

な

も

の

が

持

ち

得

な

い

の

に

、

此

綜

合

奢

侈

視

な

れ

ば

之

導

を

備

へ
得

る

こ

い

ふ

こ

ε

は

何

ご

い

ふ

て

も

其

著

し

く

大

な

長

断

ご

い

は

な

く

て

は

な

ら

漁

(
註

一
〇
)
。

特

に

普

通

の

溝

費

枕

が

蕾

に

累

進

的

な

る

能

は

ざ

る

ば

か

り

で

な

く

、

反

射

累

進

`

も

な

る

に

於

て

(註

二

∀
、
.此

長

所

は

一
層

重

大

で

な

け

れ

ば

な

ら

漁

。

〔註

【
0
)
・ハ
ウ
pμ
・
箇

人
的
叉

に
直
接
な
ろ
清
農

硫
が
・
沓

の
.義
務
者
及
特

に
家
族

の
舎

員
ハに
つ
き
免
税
殿
な
凱
{
へ
て
、
虻
ハ以
馴上
の
塵
だ
鋭
く
上
凹は

ろ
折
り
累
進
に
て
之
な
課
し
・
其

が
夫
の
間
接
な
み
消
費

浜
奢
侈
税

こ
ば
全
く
異

る
所
の
動
機

、
帥

ち
下

の
方

へ
の
累
進
こ
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ

助

・

る
、
此
侃侃
に
於
け
ろ
各
家
族
員
毎

に
於
け

ろ
免
.桃
胤融
が
堪
ゆ
べ
か
ら
ざ
ろ
珊
油状

〔欄
【漁
脂の
)
瀞
改
頁
す
る
で
あ
ら
う
ミ
い
ふ
。

〔註

一
=

ス
タ
ン
プ
に
、
沓
箇
の
選
ま
れ
た

み
物

ド
課
す
ろ
消
費
税
に
累
進

削
の
税
で
に
な
く
て
、
蹴
除
累
退
的
こ
な
り
及
も

つ
ざ
悪
し
き
も
の

こ

も
な

ろ
。
商
品
課
貌
の
何

れ
の
制
度
も
適
富
に
累
進

的
ぞ」
な
ろ
こ
ξ
に
成
功

し
な
か
っ
た
。
肋
品
自
身
な
課
す
ろ
こ
ミ
に
て
完
全
な
ろ
制
度
た
得

ん
ぐ」
す

ろ
の
試
み
に
輩
に
累
減
的

に
導

く
ミ

い
ひ
、
ヒ
ソ
グ
ス

b
、
間
横
枇
に
、
納
税
者

へ質
に
掘
税
者
)
の
富

に
相
懸
し
て
累
進
な
み
能
11
す

ご

推
し
、
リ
グ
ナ
ー
も
、
消
費

税
に
多
少
附
着
し
た
峡
鮎

の
申
に
、
主
た

る
瀞
費
穂

に
て
下
級
者

の
少
く

ぐ」
も
相
射
的

に
過
重
負
櫓

ざ
い
ふ
こ
ご

、

.

上
級
者

だ
直
接

百
利
ε
す

る
ご
ざ
が
あ

る
ぐ」駕

し
、

エ
ー
べ
.ル
ビ
も
、
牒
稚
鮎
が
必
要
で
あ
れ
ぼ
あ

る
ほ
こ
品
質

に
エ
り
て
税
歩

海
寇

め
み
こ
、こ

紛

が
出
聚
ざ
れ
ば
出
来
ざ
ろ
ほ
こ
、
滑
墾
税
ば
愈

々
多
く
人
頭
脆
の
性
質

な
帯
び
、
且

つ
其
膣
迫

が
愈

々
重
く
下
級
者

に
加
は

る
ミ
い
ふ
。

ラ

2
消
費
の
性
質
に
立
入
り
て
適
當
に
課
税
し
得
る
こ
ざ
一

普
通
の
消
費
税
で
あ
る
ε
、
假
令
之
を
奢
侈

(

品
課
税

に
限

る

こ
ε

ε
し

て
も
、
精

々
、
或

物
を
指

定
し
叉
は
其
物

の
贋
格

を
撫

足

し
て

一
定
償
以
上

の
特
定

の

論

叢

綜
合
的
奢
侈
税
の
娩
静

第
↑
七
巻

(第
二
號

二
一
)
.
】
七
三

12)Pfau,a.a.0.S.61-2.

P,68・Stamp,Thefundamentalprinciplesoftact正on.13)

a.0.S.6郵,Hig`s,Primer。fnationalfinan⊂e・U.68・

S.398,

69-70.Wagner,a_

Eheberg,a.乱0.

'



へ

も

巨

論

叢

綜
合
的
奢
侈
僥
の
批
評
.

第
†
七
巻

(第
二
號

二
二
)

一
七
四

種

類

の
物

を
課
す

る
こ
ε
ε
な
る
(註
「
二
)。
然

る
に

同

一
物

に
て
も
用

法

に
よ
り
或

は
奢
侈

ε
な

り
或

は
奢
侈

ご

な
ら
ざ

る

こ
ε
が
め
る
。

例
之
自

動
車
も
轡
師

に
ε

り

て
は
必
要

で
あ

っ
て
奢
侈

で
な

く
、
酒

の
如

き
も
或

人

に

ざ
b
て
は
叉
場
合

に
よ
り

て
は
藥

ε
な

る
。
普
通

の
視

で
は
此

等
を
匠

別
せ
す

し
て
課
す

る

こ

ε

こ
な
る
の

に

(註
一
三
)、
綜
合
奢
侈
挽
な

れ
ば
自

ら
必
要
費

に
属

す

る
だ
け
に
て
は
発
す

る
を
得

る

こ
ご
ε
も
な

る
。

叉
轟
修

ご

否

ε
は
物

の
償

の
み

に
甑
ら
ず

し
て
其

数
量

に
も
係

り
、
高

き
償

の
物

の
少
量

よ
り
も

、
安

き
償

の
物

の
多
量

の

使
用

の
方
が

一
層
奢
侈

ざ

い
ふ
こ
`
が
め
り
得

る
〔註

「四
)。
而

し

て
普

通

の
枇

で
は

此
匪
別
な

く
償
の
高
き

か
故

に
課
税

し
て
、
債
安

き
物

の
多

量

の
使
用
を
見

逃
が
す

こ
ε
ご
な

る
。

然

る
に
綜
合
税

な
れ
ば
全
罷
上
通

常
な
課

税
を
爲
す

を
得

る
。
更
ら

に
普
通

税

で
は
奢
侈
的
物

流

の
み
を
見

て
課

税

し
}
此
主
物

の
外

に
存
す

る
附

帯
的

費

用

の
大

小
を
無
漑
す

る
嫌

が

あ
る

(註
「
五
)
。
然

る
に
綜
合

桃
な
れ
ば
之

を
も

凡

べ
て
考
慮

し
て
適

當
に
課
税
す

る

こ
ε
ε
な

る
。

(註

=

じ
ア
ウ
ア

バ
ソ

バ
に
日
ふ
て
居

ろ
。
法
律

で
に
奢
侈
的
悌
質
々

一
方
に
ば
使
用
目
的
に
よ
り
て
捕
捉
し

や
う

こ
し

(特

に
絶
劉
的
奢
侈
の
物

艦

に
於
.て
)
、他

方
に
ば
材
料
の
精
製
、
外
装
叉
は
偵
絡
に
よ
り
て
捕
捉
し

や
う
と
し
れ

(相
射
的
奢
侈
に
凍
り
)
。
.需
要
品
の
精
製
ざ
れ
た
る
外
装

な
特
徴
附
ん
ミ
す
る
ピ
き
に
、
二
の
方
法
が

可
能
で
あ
る
。
外
部
的
特
徴

に
よ
ろ
匠
別
(大

さ
、
材
料
、
加
工
)
ミ

偵
絡
の

「
船
的
特
徴

に
よ

る

瑚

.

匠
別
ご
で
め

ろ
。
そ
し
て
償
絡
限
界
が
羅
純

に
し
て
確
定
的
で
あ
ろ
ミ
い
ふ
長
所
な
も

っ
こ
。

(壁

ミ

パ
ウ
は
・
商
品
取
引
税
の
如
音
で
娃

確
か
に
唐
移
に
供
さ
れ
ざ

ろ
腎
師
風
に
管
業
胴

の
卓
の
維
持
が
、
自
ら
同

一
税
な
課
ぜ
ら
う
ろ

こ

あ

こ
ξ
な

る
ミ
注

意

す
。

.岨4)Auerbacb,a.a.0.S.137.一139・

畳5)Pfau ,a.a.0.S.60.

「



、

(註

一
四
)
ロ
ビ
ン
ソ
ン
に
　
或
物
品

(例
之
賢
君
)
の
消
野
11
常

に
奢
侈

こ
見
ら
う
ろ
で
む
ら
う
o
他

の
物
品

1工
具
便
次
第

で
或
1工
奢
侈

ご
恥
し
或
に

必
要

ご
ぜ
ら
う
る
、
例
之
五
傍

の
着
物
ば
必
要
因
が
二
十
五
湧
の
一■
薯
修

ぞ」
ぜ
ら

る
ろ
。
威
が
他
方

に
時

ピ
し
て
は
贅

澤
が
買
に
れ
六
る
物
品

の

種
類
に
存
じ
な

い
で
其
鍛
に
存
す
る
。

二
足
の
靴
な

一
年

に
買
ふ
の
に
必
要
だ
が
、
其
十
足
は
贅
澤
で
あ
る
こ
い
ひ
、
パ
ウ
も
、
自
分
の
室
の
爲

、

め
に
工
年
以
上
も
前

に
死

ん
だ
大
家
の
手
に
成

る
貫
き
薔
か
唯

】
だ
け
飾

る
人
ば
奢
侈
税

奄
課
せ
ら
れ
て
、
其
室
た
二
十
個

の
劣
等
な
ろ
印
面

ε

皿
ミ
に
て
装
飾
す
る
人
は
、
前
者
の
倒

に
二
倍
以
上

ミ
も
な

ろ
所

の
全
傾
直
々
も
つ
も
免
税
ぐ、
な

り
、
正
常

偵
絡
た
超

ゆ
う
偵
格

に
無
げ

ろ

一
の

燭

畏
き
着
物

な
着

ろ
者
に
奢
侈

ご
ぜ
ら
れ

、
そ
れ

よ
り
は
安
き
慨
の
織
物
鼠
り
の
二
の
着
物

々
き

ろ
者

ば
免
税
ξ
ぜ
ら
る
る
ば
奇
な
り

ご
爲

す
。

(註

一
五
)
パ
ウ
ぱ
、
商
品
取
引
税
の
如
き

に
て
ば
、
奢
侈
的
給
付

の
範
園
が
継

さ
れ
な

い
。
薯
後
結

の
使
用

に
於
て
現
ぼ

ろ
う
所

の
奢
侈
的
消
費
が
,

全
く
免
ぜ
ら
れ
ろ
、
例
之
、
人
が
瞥
澤
な
自
動
車
な
百
っ
こ
芝
に
放
て
生
ヂ
ろ
眞

の
支
出
ば
次
の
如
く
で
あ

ろ
。

一
〇
乃
至
二
〇
%
視
か
課
ぜ
ら

れ
て
も
共
謀
ゼ
ら
れ

る
車
の
僚
ば
金
離

の
盗
用
の
笑
ふ
べ

き
小
部
分
に
過
ぎ

ね
。
特
に
大

砿
の
に
自
動
車
置
場
か
作
ろ
費
用
、
運
韓

手
の
給
料
及

給
養

、
車
の
維
持
修
繕
汕
代
筆
で
あ

み
ミ
い
ふ
て
居
る
。

ラ3
消
費
の
性
質

に
よ
る
免
税
特
典
を
與

ふ
る
を
得

る
こ
ε
一

必
要
な
る
職
業
上
及
生
活
上
の
費
用
は
綜

(

合

挽

な

れ

ば

容

易

に
之

を

免

す

る

こ

ε

が

出

摩

る

が

(註

=
ハ
)
、

普

通

の

消

費

枕

で

は

之

に

も

課

せ

ざ

る

を

得

ざ

る

こ

ざ

に

な

り

得

る
。

(
註

一
六
)
パ
ウ
に
、
箇

人
的
直
接
惰
農
椀
で
ぱ
、
凡
べ
て
の
必
要
な
ろ
職
業
的
湖
費

(轡

師
の
車
等
)
及
非
常

に
切
な
ろ
支
出

(疾
病
費
等

)
の
免

励

.

除

が
行

11

ろ
這

い
ふ
。

ラ

4
代
用
品

消
費

に
向

ふ
こ
ε
に
よ
り

て
不
公

巫
「
な

る
結

果
を
益
す

る
が
如

き

こ
ご
な
き
を
得
…る
こ
ε
-

(

普
通

の
消
費
税

な
れ
ば
、
之
が
行

は
る

る
結
果
、
代

る

べ
き
他

の
物

の
消
費

に
向

は

し
む

る
こ
ε
に
よ

り
て
、
折

角
給
付

能
力

し
相
當

ε
し
.て
選
ま

れ
た

る
消
費

に
相

當

し
た

る
課

税
が
行
は

れ
ざ
る

こ
ε
ε
な
る
〔註

宅

)の

に
、

論

叢

蒜
台
的
奢
侈
税
の
批
評

第
十
七
巻

(第
二
號

二
三
)

一七
五

16)

17)
18)

Robinson,1.c.p,49,1)fan,a.a,O,S.Go.

Pfau,a,a.0,S.50,

Pfau,a.a.0.S.62.

」



、

ア

論

叢

綜
合
的
奢
侈
脱
の
枕
許

第
+
七
巻

(第
二
號

二
四
)

【
七
六

綜

合
奢

侈
視

な
れ
ば
、
全
禮

の
奢
侈
費

に
課
す

る
か

ら
、
支
出

が
奢
侈

の
範
幽

に
厩

す

る
以
上
は
課
税

を
菟

る
る

こ
ど
は
出

来
な

い
。

(註
一
t
)
プ
ア
イ
フ
ア
ー
は
、
憂

の
奢
侈
品
に
重
大
な
ろ
挽
葎
課
て
る
ε
き
一i
、
奢
侈
に
他
の
物
に
移
る
。
そ
し
て
課
税
物
膿
の
爲
め
に
爲
さ

れ
糞
ゐ
支
出
が
、
箇
人
の
杢
支
出
額

の
爲
め
の
標
準

亡
な
ら
ざ
る
に
至
る
ミ

い
ひ
、
ラ
ウ
も
「
此
税

の
か
か
り
た

ろ
奢
侈
物

の
騰
貴
が
流
行
な
製

ぜ
し
め
て
、
入
が
其
消
費

か
止
め
他
の
支
出

に
移

る
こ
ご
ε
な

る
ご
い
ひ
、

コ
i

y
も
、
不
要

な
る
物
な
課
す
る
爾
嬰
税
の
開
方
性
が
次

の
如
き

も
の
で
あ
ろ
。
或
租
視
需
要

の
此
方
法

に
よ
ろ
侃
詮
が
必
ず
し
も

可
能
で
な

い
。
醗
の
影
響
の
下
に
沿
費

が
動
揺
す
ろ
か
ら

こ
い
ふ
。

5
貧
民
の
過
重
負
捲
ε
な
ら
ざ
る
を
得
る
こ
ご
1

普
通

の
消
費
税
で
あ
れ
ば
、
富
者
の
み
の
負
据
ε
な

る

べ
き
も

の
を
選

め
ば
其

牧
人
飴

り
に
少
く
し

て
之

を
課
す

る
償
値

な
き

こ
ε

ご
な
b

(註
一
八
)、
之

よ
り
し

て
相

當

多
、額
の
牧

入
を
擧

げ
や
う

ε
思

へ
ば
、
一
般
的

需
要

品

を
選

ん
で
課
税
す

る
の
外

な
く

、勢

に
貧

乏
人

に
も
多
少

必

要

な

る
.も

の

に
課

す

る
こ

ε
ε
な
り

〔註
一
九
)。
而

か
も

之
が
爲

め
に
適
當

な

る
軍

一
の
物
膿

を
見

出
す

こ
ε
難

く
、
勢

ひ
多
数

の

物

に

課
す

る
税

の
集

合

に
よ
り
て

之
を
行

ふ
外

な
く
、
此

に
至
て
は
其
相

互

の
關
係

が

　
暦

複

雑

ε
な
り
、
結
局

一
層

貧
民
過
重
負
擢

ビ
な

る
の
恐

が
太

い
〔註
二
Q
)。

然
る

に
綜
,合
奢
侈
撹

で
あ
れ
ば
、
可
な
b

大

な
収
入

を
、
比
較
的
飴
硲

あ
る
者

よ
り
飴
硲

に
相

慮

し

て
課
徴
す

る
可
能

が
大
.い
。
貧
民
過

重

・し
い
ふ
こ
ε
は

避

け
ら

れ

る
。

(註
一
八
)ご
ー
ル
ザ
ソ
ク
に
、
奢
侈
税
(普
通
の
)
で
11
決
し
て
或
著
し
き
財
政
上
の
牧
人
の
得
ら
.ろ
能
に
ざ
ろ
こ
ミ
に
明
か
で
あ
ろ
ぐ」爲
し
、
コ
ツ

サ
も
・.
雀

・即
盤

擾

雀

だ

し
て
公
正
鐘

由
よ
・
要
求
さ
染

も
、
常
に
小
な
・
牧
人
寅

ふ
漏

し
・
ラ
・
も
・
覆

麗

最

大
,
19)Pfeiabr,

502.

Staatseinnahamen.II.S.348.Rau,a.a.O,227,Cohn,Fw.S、

,



、

.

、

少

↑
随

ふ
て
徴
収

多

費

な

り

ご

い
ふ
て
居

り
、

フ
ナ

ッ

ク
も
、
富

者

ぶ

り
使

用

さ

う

る
物
艦

に

、
小
量

に

て
交

通

に
来

る
々
例

ε
し

、
必

要
な

ろ

嚢

網

馨

設
げ
且
つ
必
警

壷

楚

行
ふ
値
な
書

の
で
あ
ろ
ご
嶺

(鮭

口
九
)
フ
ォ
ッ
ケ
ば
、
消
費
税
の
目
的
ば
消
費
物
盤

の
偵
移
心
上
ぼ
す
こ
こ
に
よ
叫
て
塑
か
な
ろ
収

入
な
器

ぐ
ろ
こ
こ
で
め

ろ
。
併
し
此

の
如
き

に
大
量

に
て
及
瞬

ろ

一
般

に
使
用
さ
ゐ
ゐ
物

に
於
て
唯
可
能
で
あ
り
、
此
ぱ
併
し
恰
も
貧
乏
人
に
多
少
就
く
べ
か
ら

ざ
ゐ
物
で
あ
み
ε
駕
し
、
湿

ル
グ
㍗
も
、
攻
額
は

　
般
的
使
用

に
慣
れ
た
ろ
消
費
物
の
課
税
に
於
て
通
例

高
し
ざ
駕
し
、
ア
ダ
ム
ス
も
財
政
家
に
歯
固
澗
塑
税
の
物
艘

こ
し
て

に

一
段
的
溜
養

の
物
品
な
選
ま
ざ
る
べ
か
ら
す

ε
篤
し
、
プ
ア
イ
フ
ア
ー
も
、
財
務
行
政
が
實
際
多
牧
な

ろ
数
入
源

な
供

ぜ
ん
ε
ゴ
れ
ば
、
其
消

費

の
全
く
.一
般
的
な

ろ
物

.ト
課
税
し
な
く
て
に
な
ら
煙
ご
爲
し
、
　
ソ
チ
も

、
通
例
及
特

に
富

め
.ろ
國
で
匡
、
一
般
的
消
費
物
農
の
税
跳
最
良
で
あ

.

ゐ
。

一
部
に
其
大
牧
人
の
爲
め
に
、

一
部
ば
此

に
於
て
凡
べ
て
の
階
級
が
干
興
す

ろ
爲
め
に
・

】
部

ぱ
或
度
ま
で
任
意
的
な

る
性
質

の
爲
め
に
、

一
部
11
此
が
国
富
の
滑
加

ミ
共
に
増
加
す
る
消
費

の
種
類

に
閲
す

う
が
爲
め
に
ぜ」
い
ひ
、
ラ
ウ
ー/
、
最
多
雌
な
の
は
量
切
獄

ろ
必
要
に
屈
ゼ
ず

而

か
も

]
般

に
使

用
さ
れ
且

つ
大
な

ろ
額

に
て
浦
費
さ
れ
、
特
に
瓦
く
梯

は
れ
れ
ろ
勢
働
者
よ
り
　
消
費

さ
う
ろ
物
の
税
で
あ

る
ε
爲
』

匿
名
政

治
家
に
恥
沿
費

枇
で
ば
特

に
奢
侈

の
物
燈
な
課
し
な
く
て
は
な
ら

諏
で
あ
ら
う
,
併

し
大
な
攻
人
々
生
す

う
が
爲
め
に
に
、
大
な

ろ
額

ート
て
及

}

般

に
袈

ぜ
ら

ゐ
ゐ
、
.、
溜

に
見

。
ぎ

、
の
ズ
.、
い
ひ
、
。

.
」

.
も

、

】
般
原
則
に
霧

の
擁

.、
し
て
辱

誕

の
葎

磐

律

す

ろ

こ
ミ
で

あ

る

、こ
い
ふ
て
居

ろ
。

,
(註

二

〇
)
「
一ッ
計
、
ば

-
人
が

凡

べ
て

の
滑

費

物

の
上

の

一
般

に
し

て
釣
合

あ

ろ
税
存
實

行
マ

ろ

こ

ご
の
實
際

的

不
可
能

の
薦

め

に

-
国
民

の
全
収

入

の
確
買
及
綿
密
な
ゐ
赫
轡

・
し
て
見
ら

る
る
か
得

る

]
の
常
費
粉
鎧
を
見
出
す
ご
あ

不
可
能

の
爲

め
巳

種

・
な
浩
塑
物
畿
の
集
合

し
た
ろ
課

税

よ
り

一
の
膿

糸
な
作

る
こ
ご
の
　
層
歓
黙

あ
ろ
逃
路
な
取
ろ
外
な
か
っ
た
。
併
し
此

に
牧
人

ご
支
出
ミ
の
蜀
の
假
定
さ
れ
た
み
理
想
的
釣
合

に

吻

「
軒

合
11
ざ

ろ

こ
ミ

ε
な

ろ
。

そ
し

て
貧

民

階
級

の
過

重

負
櫓

の
不
利
益

な
生
す

ろ

こ
ぐ」
ぐ」な

ろ

ぐL漏

す

。

ラ6
使
用
撹
に
當
る
も
の
を
漏
ら

さ
ざ
る
を
得
る
こ
ご
一

瞥
通
行
は
る
る
消
費
税
で
は
兎
角
使
用
税
が
扱

(

㊨

る
こ
・し
ピ
な

る
傾

が
あ

る
の
に
(註
二

こ
、
綜

合
奢

侈

椀
で
は
奢
侈

に
關
す

る
だ
け

で
は
人

の
凡

べ
て
の
消
費

、

輪

叢

綜
合
的
著
修
税
の
批
評

第
†
上
巻

(第
二
貌

二
王
)

一七
士

20)

2ユ)`

22)

Bie1・sユck,a.a.0.S.η2.Co55λ,Fw.S.Io7.Eau、 ◎・a・0・S・227・Vocke,

Fw.S,66.

Vocke,a,a.O.S

473.Pfeiffer,乱.a.

一呂.Sta乱tsinanna.

Co5Sa,a.a,0,S.

.66.Borght,Fw,S.133.Adams,Scienceof伽ance・P・

0.S.349,Nitti,Principes,P.ID7,Rau,a.a.o・S・227

n.,a.a、0.S280.Plehn臣1-c.p・138・

.lo5-6.

.



＼

論

難

綜
合
的
奢
侈
税
の
批
評

第
十
七
巻

ド(第
二
盤

二
六
)

一
七
八

随

っ

て

此

使

用

視

に

當

る

も

の

を

も

漏

ら

さ

ざ

る

を

得

る

ゆ

(註

一
=

)
シ
エ
フ

レ
ー
に
、
今
口
の
漕
費

税
ば
大
な
不
完
全
な
も

つ
。
最
も
多
く
課
税
す
。へ
昔
物
髄
た
ろ
使
用
的
消
費
が
、
少
く
こ
も
内
地
課
税
で

物

に
殆
ん
.ご
全
ぐ
菟
税
ゼ
ら
れ
ゐ
ε
注
意
し
て
居

る
。

7
生
産
過
程
の
改
皿艮
の
爲
め
に
不
公
卒
を
生
す
る
が
如
き
こ
ε
な
き
を
得
る
こ
ε
1

普
通
の
消
費
税
で

(

ば

、

一
.慮
或

生
産
過
程
を
基
礎

ε
し
て
視
法

の
定

ま

つ
究
彼
、
生
産
者

に
於

て
其
生
産

方
法
を
改
良
す

る
に
於

て

此
改
瓦

を
行

ひ
た
る
も

の
己
行
は

ざ
る
も
の

ξ
の
間

に
新

し
き
不
公
牛

の
生

す

る
を
避

く

る

こ

ε

が
出
家

漁
。

(註
一
.二
)。
.然

る
に
.綜
合
客
修
視

で
は
左

様
な

こ
ε
は

な

い
。

〔註
二
二
)
ペ
ル
ナ
L
ば
、
此
挽
(普
通
り
消
費
税
)
が
改
頁
さ
れ
た
み
生
産
過
程
に
よ
り
て
避
け
ら
る
る
ε
き
に
、
一般
及
平
等
の
擾
飢
が
現
に
れ
得

助

ろ
建
注
意
し
て
居
る
o

うろ
経
済

上
の
見
地

よ
ら

一

)-
生
産

上
の
影
響

一
)a
雇
業
に
不
孝
等
な
る
打
撃
を
與

へ
ざ
る
を
得
る
こ
ご
1

所
詮
消
費
税
は
消
費
物
の
厨
す
る
産
業

に

打
撃
を
與

へ
.特
に
普
通
の
消
費
税
の
如
く
生
産
者
に
就

い
て
課
税
す
る
こ
`
ε
な
れ
ば
、
生
産
者
を
し
て

　
層
大

な
資
本
を
投
↑
し
投
機
せ
し
む
る
外
な
く
〔註
二
三
)、
斯
く
τ
恰

か
も
消
費
税
の
物
禮

ε
し
て
選
ま
れ
た
る
物
の
生

産
業
を
其
他
の
産
業

よ
り
も

一
層
不
利
ε
な
ら
し
め
、
特

に
普
通
の
奢
侈
視
の
如
く

一
定
.償
以
上
の
物

に
課
す

る

こ
ε
ε
で
も
な
れ
ば
、
優
良
工
業
を
劣
等
工
業

よ
り
も
不
利
ε
寫
す

こ
一し
ε
な
る
不
都
合
が
あ
る
(註
二
四
)
。
然
る

23)Sch盗fHe炉Steuern.B.T.S.36Q.

24)Berner,DasWesenderSteuerninsbesonderederindirekten・S・32・



、

に

綜

合

奢

侈

視

な

れ

ば

奢

侈

に
關

す

る

だ

け

に

於

て

凡

べ

て

の

産

業

に
李

等

の

影

響

を

與

ふ

る

を

得

る

(註

二
五
∀
。

(註

=
軍
)
ア
ウ
ア
バ
ツ

ハ
ー1
、
生
産
稚
に
て
は
、
商
品
が
終
局
的

に
販
路
心
見
出
す
前
F
、
椀
が
挑
11
れ
な
く

て
に
な
ら

ね
。
随
ふ
て
生
産
者
及
商

.

助

人
が

[
層
多
く

の
資
本
存
投
機
し
投
下
し
な
く
て
拭
な
ら

撮
ε

い
ふ
銃
鮎
が
あ
る
ε
い
ふ
。

(}
匹
一
一四
)
。ハ
ウ
に
、
正
常
僧
幽絡

々
も

つ
寵
四μ
叩
取
引

税
に
よ
り
て
に
、
此

が
優
瓦
口叩
生
産
の
不
利
「
Pキ
いで
小力
等
四
叩
生
産
奄
有
利
ぐ、
ず
ろ
一
、ε
ミ
な

ろ
の

鋤

な
心
配
す
べ
、し

ざ
爲

ず
9

(註
二
喪

蔭

歪

な
窃

の
凡
べ
て
の
藁

穎

婁

碧

殆
ん
ご
馨

券

配
犇

く
も
の
猛

暑

ふ
べ
か
ら
重

残

b
生
産
及
外
國
鹸
…出

に
打
撃
を
興
ふ
る
こ
ε
の
人
な
ら
ざ
る
を
得

る
こ
ざ
1

普
通
の
消
費
税
で
は
前

に

(

も

い
ふ
如

く
に
常
談
産

業

に
多
少

の
打

撃
を
與

ふ
る
外
な

き
も

の
で
あ

る
が
、
侮

ほ
共
物
膿

が
生
産

の
材
料

に
属

し
叉
重
要

な
る
輸
出

品

に
厨
す

る
が
如

き
場

合

に
は

、
其

課
税
は
生

産
及
輸
出

に
及

ぱ
す
不
利

が
.
　
層

重
大
で
あ

り
、
此

の
如

き
は
生
産
政

策
上
避

く

べ
き
も

の
で
、

視
法

に
於

て
此
等

を
宥
恕
す

る
矯

め
に
相
當

の
努

力

の
行

は

る

、
所

で
は

め
る
が
へ註
二
⊥C
、
併

し
實

際

に
は
此
宥

恕
あ

る
に
拘
ら
す

、
生
産

ざ
し
て
輸

出

ε
し
て
障
碍

な
き
を

得
ざ

る
所

以
の

も
の
の
存

す

る
所

で
あ

る
。
然

る
に

綜
合
齎
移
視

な
れ
ば
此

の
如

き

の
影
響

は
殆

ん
ご

之
な
き

を

得

る
。

特

に
輸
出

の
如

き
は
む
し

ろ
之

が
矯

め
に
刺

戟
を
受

く

る
こ
ご
ε
も
な

る
。

(註
二
六
)
バ
ス
テ
ー
ブ
ル
に
、
原
料
及
生
産
な
動
く
る
物
の
暁
に
出
來
み
だ
げ
避
く
べ
き
も
の
ξ
爲
し
、
ポ
ー
リ
ユ
ー
も
、
経
験
が
正
賞
ぐ」認
め
ハ

原
則
に
工
業
の
原
料
品
た
る
産
物
な
課
す
べ
か
ら
ず
ミ
い
ふ
こ
芝
で
め
る
己
寫
し
、
匿
名
政
治
家
は
、
消
費
税
ぱ
、
更
献
る
生
産
に
用
立
つ
物
酷

な
課
し
て
に
な
ら
ぬ
。
然
ら
ざ
れ
ば
之
に
よ
り
て
生
産
が
制
限
ぜ
ら
れ
-
其
嶺
速
が
妨
げ
ら
る
う
か
ら
。
叉
消
費
税
に
唯
實
際
、
丙
國
で
消
費
さ

る
ろ
物
K
諫
ゴ
べ
く
、外
画
に
出
征
昏
外
画
貿
易
ド
用
立
つ
も
の
よ
り
課
し
て
に
な
ら
ぬ
ミ
い
ふ
。
そ
し
て
マ
イ
ル
に
、古
音
消
費
税
で
も
生
産
的

論

叢

綜
合
的
奢
侈
税
の
批
評

第
+
七
巻

(銅
二
號

二
化
)

一
喝
九

25)

26)
.27)

Aしierbach,.a.a.Q.S、142-3.

Pfau,a.a,0.S,60.

Pfau,a.a.0,S.62,

■



、

卜

論

叢

綜
合
的
奢
侈
税
の
批
評
.

錆
+
七
巻

(錐
二
號

二
八
)

一
入
O

b

切

く

目

潰
墾

が
課
税
さ
れ
た
が
、
真
際
各
箇
の
も
の

F
て
唯

だ
油
墨
的
消
費
の
み
な
探
し
て
生
産
的
湘
塑
な
免
税
す
ろ
の
書
方
が
あ

っ
た
ぞ」
い
ふ
。

ラ2
消
費
上
の
影
響

i

消
費
者

の
消
費
制
限

に
任
意
の
.鯨
地
を
興

へ
、
堪

へ
易
き
も
の
把
ら
し
む
る
を
得

(

る
こ
こ
一

着
蓮
の
消
費
税
で
め
れ
ば
多
少
政
府
叉
ば
立
法
者

の
恣
意
に
て
酒
ご
か
煙
草
ε
か
更
ら

に
何
々
ご
か

を
選
み
出

し
て
課
税

し
、
随

っ
て
或

物

の
浦
費

に
は

酷

ご
な
り
他

の
も

の

に
ば

割
合

に
寛

ξ
な
ウ
、
藪

に
人

の
趣

味

に
干
渉

を
行

ふ
こ
ε
ε
な
り

て
(註
二
七
)、

入
を

し

て
堪

へ
難

か
ら

し
む

る
を
免

れ
な

い
。
此

の
如

き
は
出

摩

る

だ
け
避

け
な

く
て
な
ら

譲
(註
二
八
)。
然

る
に
恰

か
も
此

綜
合
奢
侈
税

な
れ
ば
溝
費
制

限
を
各

人

に
任

か
し
て
、
任

意

に
適
意

に
其
消
費
を

分
散

せ
し

め
て
堪

へ
易

き
も

の
紀
ら
し

む

る
を
得

る
毒

二
九
)
。

　

垂

二
七
)
ポ
プ
ソ

ン
ー1
1
此
が
箭
人
的
趣
味

の
自
由

に
封
ず
ゐ
厄
介
な

る
干
渉
な
り
ミ
聡
し
、
ア
ウ
ア
バ
ッ

ハ
に
、
奢
侈

取
引
税
F

つ
ミ

此
が
白

物

由
主
義
原
則
に
反
す

ろ
ミ
い
ふ
。

(註
一
一八
)
ア
ゥ
ァ

バ
ソ

バ
に
、
此

の
如
き
主
観
的
偵
値
判
断
よ
り
し
て
は
、
立
法
者
罹
出
来

る
だ
け
還

か
ら
な
く
て
に
な

ら
掩
。
帥

ち
平
均
的
需
要

鋤

心
有
す
る
卒
均
人
だ
作
り
て
、
之
為
超

ゆ
る
凡
.へ
て
の
も
の
た
法
外

ぞ」
し
て
課
税
す
る
こ
こ
な
試
み
な
く

て
1エ
な
ら

ね
こ
い
ふ
。

〔註
二
九
}
パ
ゥ
は
、
官
臆
的
調
整

の
元
素

か
そ
ん
な
に
僅
少

に
も

つ
も
の
一ま
考
ふ
ろ
ニ
ピ
か
得
ね
。
國
家
に

一
の
物
盟
が
奢
侈
物
儂
な
り
ゃ
否

や
、

一
の
経
管
が
奢
侈
的
経
管
な
り

や
否

や
な
決
す
ろ
葎
要
し
な

い
。
彼
は
叉
特
段
な
る
嗜
好
及
装
飾
方
向
に
噺
念
す

み
こ
ミ
に
、
消
費
者
海
強
制

す

る
こ
ピ
ミ
な
ら
な

い
。

者
人
11
此
消
費
税
制

の
下
に
・

其
支
出
を
分
散
す

ろ
愚
得

.

叉

は
少
巌
の
大
な
も
の
に
集
中
す
る
こ
ε
も
出
來

ろ
ε

い

燗
。
、

一3
債
格
上
の
影
響

i

償
格
騰
貴
の
影
響
な
か
ら
し
む
る
を
得
る
こ
ご
1

普
通
の
消
費
税
で
は
其
れ
だ
、

(

け
課
税
品
の
慣
格
を
上
ぼ
す
傾
あ
る
の
み
な
ら
す
(註
三
〇
V、
其
間
接
の
結
果
ε
し
て
は
不
課
椀
品
の
憤
幣
を
も
高＼

28)

29)

30)

臼1)

73・ ・1・b】 ・,1.・.P.5・ ・,B…1i叫Tr・it6,56d,ド1・P・7・7・St・ ・t・1-,11・n・ ・D・ ….

a.0、S.282-3.Mayr,ZLしrTheorleder

Hob三 〇D,Taxationinthenewstate.p.

Auerbach,a.a.0.S.137.

Pfau,a,a.0.S.62,

indi1・ektenSteuern.S,46,

124.A■1erbn.c11,a.,1.O.S.120.
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、

の
み
こ
ε
乙
な
り
得

女

註
三

)
。
然
る
に
綜
合
奢
侈
稔
ぽ
む
し
み
消
費
者

に
就

い
て
其
消
費
セ
節

せ
し
ひ
み
こ
巴

こ
な

る
か
ら
、
斯
か
る
結
果
に
は
な
ら
源
。
む
し
ろ
其
債
格
を
下
落
せ
し
む
る
こ
ご
ε
さ
へ
も
な
b
得
る
。

、
(註
三
9

尤
.
ハ
ル
ト
は
-
裟

挽
の
自
然
的
及
直
募

彙

に
露

物
鬱

憤
格
馨

£

ろ
二

榊

'

垂

三

匿

名
攻
撃

は
、
裟

鯉

の
謝
税
萎

管

此
物
の
便
難

上
ぼ
す
・
匡

・
"
て
ボ
撹

暫

も
不
繋

・
影
鸞

輿
を

い
㌔

ラぽ
負
憺
上

の
見
地

よ
り

(

ラ

レ

」
1
消
費
者

を
し
て
負
据

せ
し
む

る

に

つ
き

(
一a
消
費
者
を
し
て
公
明
に
自
畳
の
下
に
負
推
せ
し
む
る
こ
ご
1

普
通
の
消
費
の
如
き
間
接
の
形
で
.取

く

ズ

れ

ば

、

清

費

者

を

し

て

知

ら

す

識

ら

す

の
問

に

賃

擁

せ

し

む

る

こ

ご

こ

な

る

(註
三
二
)
。

此

の

如

き

は

稔

ε

し

て

は

本

来

好

ま

し

き

も

の

で

は

な

い

り

然

る

に

綜

合

奢

侈

視

は

消

費

者

を

し

て

公

明

に
自

錯

し

て

負

罐

せ

し

む

る

こ

ε

ε

な

る

。
.

、

,

(註
三
二
)
フ
ナ
ソ
ケ
に
・
清
艶

枇
が
其

れ
だ
σ
或
物
鎧

の
債

か
高
む
る
額

は
何

人
よ
り
急
意
思
か
以
て
飾
に
れ
ず
、
唯
非
常

に
稀
な
腸
骨
に
自
魯
地軸

以
て
携

に
れ
・
全
く
何
人
瓜
り
も
納
税

Q
考

に
て
に
擁
ば
れ
な

い
ざ

い
ひ
、

ヒ
ソ
グ
ス
し
、
間
掻
枇
が
償
格
の
中

に
隠

さ
う
ろ
こ
ε
に
此
税
の
鉄

砧
で
、
税

は
公
明
で
な
く
て
に
な
ら

』
、
納
税
者
に
彼
が
税
か
携

ふ
ぐ、
き
に
、
視
の
事
實
及
額
た
確
認
し
な
く
て
に
な
ら

担
ぐ、
も

い
に

う
る
?、
い

潤
。

切
政
府

に
牧
納
さ
る
る
よ
り
も
多
く
を
負
澹
せ
し
め
ら

る
る
な
き
を
得
る
こ
ご
一

普
通
の
消
費
税
た
.

く

る
間
接

挽

で
は

、
納
税
者
に

厄
介

損
害
を
與

ふ
る
こ

ε
も
め

り
、
納

税
者

だ

る
讐
業

君
が
機
會

あ

れ
ば

之
を

利
用

論

叢

綜
合
的
奢
侈
表
の
批
評

第
+
七
巻

h第
二
義

二
九
)

】
入
「

52)
33)
34)

伽1urhard,a.a.0.S.587・

Staatsmanna,D.,a.a,0.S.284.

Vocke,a.a,0.SS2-3.Higg5,1.c.p.69.



、

「

論

叢

綜
合
的
奢
侈
税
の
批
評

第
†
七
巻

(第
二
號

三
〇
)

一
入
二

し

て
其

利
金

を
計

る
傾
あ

る
も
の
ξ

い
ふ

こ
ε
も
あ

っ
て
、
自
然
隔

彼
等

が
政
府

に
納
む

る
よ
り
は
多

し
を

、
.消

費

者

に
負

搭
せ
し
む

る
こ
ε
こ
な

る
可
能

が
太

い
(註
三
三
)。

然

る
に
綜
合
奢
侈

視
で
は
左

様

の
こ

ε
の
起

る
氣

遣

は

な

い
。

(註

三
三
)
7.
ア
イ
フ
ァ
ー
は
、
消
費
税
に
鼠
り
て
国
原

が
實

際
牧
納
す
ろ
ニ
リ
も
遙

か
に

恵

多
く
な
国
民
象
り
引
去

ろ
こ
已

な

き

ビ
ひ
-
匿

名
政
治

家
も
、
消
費

税
な
大
顎
に
て
支
揚

ふ
中
間
間
八
ば
、彼
等
が
支
彿
、努
力
及
費
用

に
相
臠

す
ろ
よ
叫
』
高
き
額
施
消
費
者
よ
"
徴
攻
し
随

ふ

て
漕
費
者
な
不
利
ざ
す
る
ご
漏
す
。
そ
し
て
諸
多
の
人

々
に
特
に
納
税
者
の
納
め
た
ろ
租
税
に
封
ず
ろ
利
子
だ
け
湖
費
者
の
資
携
の
鍛
加
マ
み
こ

暴

考

へ
て
居

る
・
例
く

…

は
・
螢
業
者
が
損
葦

曳
け
ざ
ら
ん
与

れ
ば
、
常
に
消
費
椀
が
生

直

逢

護

階
に
て
課

ゼ
ら

る
み
・、
ぎ

に
に
、
支
佛
に
れ
た

る
総
額

障
封
す

ろ
利
子
な
加
算
し
な
く
て
に
な
ら

諏
こ
篤
し
、

リ
ン
永
フ
も
、
此
税
の
謀

ぜ
ら

る
る
物

の
偵

か
税
額
共
も
の

の
み
な
ら
ず
-
生
産
者
が
其
後
の
貿
手
に
代

っ
て
暫
ら
く
酷
な
画
家
に
挑

ふ
こ
ξ
に
よ
り
受
く
る
利
子
損

失
額
だ
41
高
め
ら

る
ろ
ミ
い
ふ
ご
ピ
あ

り

ご
爲
し
、
バ
ス
テ
ー
ブ
ル
も
、
消
費
者
に
ま
で
の
費
用
の
終
局
の
壇
加
に
生
産
者

の
〔納
税
に
二

ゐ
)
前
貸
に
封
ず
る
利
子
だ
げ

一
尉
大

こ
な

ろ

ξ
注
意
し
、

ヒ
ツ
グ
ス
も
、
沓
商

人
が
品
物

の
爲
め
に
彿

ふ
も

の
に
利
益
の
或
歩
合
々
加

へ
、
初
め
の
税

貨
櫓
が
取
引

奄
重

ぬ
ろ
ミ
共

・ト
増
加
ぜ

鋤

ご
注
意
す
。

幻
轡
業
者
を
し
て
1

納
税
業
監
督
上
班
員
櫓
を
見
れ
し
む
る
こ
ε
1

普
通
の
消
費
税
で
は
監
督
上
納

く
　

税
嚢

・
聾

者
に
厄
介
を
奥
書

易

論
(莚
・酉

、
其
納
税
も
が
特
別
の
鼻

で
雪

、
そ
し
て
其
が
消
薯

よ
り
賠

償

を
受

る
こ

ε
の
出
来
ざ

る
危
険

も
あ

る
ε

い
ふ
に
於
て
益

々
管
業
者

に
ε
じ
て
迷
惑

で
あ
る
(註
三
五
)。

然

る
に
綜
合
奢
侈
視

で
は
中
間
人
を

通

ほ
さ
澱
か
ら

此
弊
害

は
な

い
(註
三
さ

。

(駐
三
怨

些

つ
藷

學
者
轟

あ

方
厨
よ
羨

く
。
莞

グ
在

、
襲

禦

其
響

規
警

よ
り
善

業
姦

乱
葱

偶
』

ラ
ウ
も
浦
澱

35}Pfeiffer,a.a.0.S.362.Staaしsmanna.--.,a,a.0.S.284.Lρ 亡z,Fw・S・

c:p.511.Higgs,1.c.P・69-70:587.Linhoff,a.a.0.S.25.Bastable、1.



、

砂

尊

翫

姦

息

め
諸

多
の
婁

隻

し
爲

め
に
時
間
の
奨

、
不
快
、
蓋

の
響

、
及
之
奪

ら
ざ
島

台

制
裁
及
廷
尉

生
す

ろ
危
険
あ
り
ε
篤
し
、
プ
ア
イ
フ
ア
ー
は

-
間
接
清
艶
視
距
於

㎡、
国
庫
上
の
峡
隅

な
大
な
ら

ざ
ら
し
め

や
う
適
げ
れ
ば

、
複
雑
な
監
督
な
要

し
、
其
結
果
㍉
私
事
惰

に
於
け
ろ
諸
多
の
擾
乱
す
ろ
厄
介
な
ゐ
侵
入

々
要
す

る
こ
こ
こ
な

る
ご
篤
し
ー
エ
ー
ベ
ル
ビ
は
、
消
費
税
が
誤
脱
義
務

あ

る
物
の
生
産
だ
警
む
多
く
の
螢
業

奄
-
其
賦
課
及
必
要
な

ろ
監
督
規
定

に
よ
り
'、
厄
介
ご
し
不
安
こ
し
且

つ
自
由
な
ろ
登
達

ル
紡
ぐ
み
だ
け

に
て

国
民
経
済

に
ぐ」
り
不
利
己
な

み
ε

い
ひ
、
ワ
グ
ナ
ー
は
、
消
農
税
の
監
督
及
徴
牧
形
式

が
、
交
連
-
正
雷
な

ろ
地
方
及
国
際
分
業
寿
厄
介
守、
し
且

鋤

つ
阻
止
し
、
技
術

の
祷
遽
た
妨
ぐ

ε
爲
す
。

}

註

ヨ
五
)
フ
ナ
ツ
ケ
・

エ
ー

ベ
ル
し
等
、
警
業
者

が
賠
償

か
畏
く

る
能
ば
ざ
ろ
、、
建
あ

る
々
注
意

す
。

(註
三
六
)
諸
學
者

に
中
間
人
の
員
櫓
々
避
く

ろ
爲
め
に
ぱ
出
来

う
だ
け
消
費

に
接
近
し
て
課
税
す

べ
き
、
、ご
為
注
意
す
。
例
之

、
パ
リ

ユ
ー
に
-
人

.

が
最
公
正
に
及

]
魁
公
準
な

る
方
法
に
て
消
費
者
の
上

に
員
櫓

た
謀

冠
し
め
ん
ε
す
れ
ば
、
常

に
消
費

に
最
近
春
物
膿

な
捕
捉
す
る
徴
攻
方
法

々

選
ま
な
く
て
に
な
ら

9

爲
し
・
ビ
ー
〃
ザ

ツ
〃
に
、
潰
聾
物
催

蕊
り
消
費
時
麦

に
直
ぐ
其
前
に
軽

ら
る
ろ
税
で
使

其
決
定
が
生
産
榛

し

て
生

ず

る
税

に
於

げ

ろ

よ
り
も

一
局

確

か
で

、
此

が
終

局

の
結

果

に
於
て

消
費

者

よ

り
櫓

は

ろ
う
こ

ぐ、
に
鍛

へ
ら

う

る
こ

孟
な
得

ろ
ぐ、
い
ふ
。

P
技
術
上
の
見

地
よ
り

1

税
法
割
合
に
簡
軍
に
し
て
随

ふ
て
費
用
少
き
を
得

る
こ
ε
-
1
普
通

の
消
費
税

く

で
あ
れ
ば
自
ら
数
多

の
物

に
就
き
復
雑
な

る
税

法
を

要

し
全
艦
上
多
費

ご
も
な

る
の
に
〔註
三
圭

、
綜
合

奢
侈
枇

な

れ
ば
、
比
較

的
簡

軍

に
し
て
少
費

な
る
を
得

る
。

尤

も
比

熱
は
後
段

に

い
ふ
此

税

の
弱
黙

籠

る
黙

を
も
併

せ
考
慮

し
な
く

て
は
な
ら
す

し
て

、

一
概

に
斯
ぐ
あ

り
ε
も

い
ひ
難

い
庵

の
が
な

い
の
で
は
青

い
が
。

ぬ

(鼓
三
ち

・
ビ
ン
ソ
ン
に
・
複
雑
且
つ
廣
く
分
配
さ
れ
た
ゐ
種
為
徴
牧
す
み
こ
定
ば
多
費
で
且
つ
困
難
、、
い
ふ
て
居
ろ
。

ラB
所

得
税

等

ξ
の
比
較
上

所

得
税
等
な

れ
ば

生
産
的
元
業

ご
な

る
「べ
き
所
得

に
も
課
す

る
こ
ご
ε
な

っ
て

　
生
産
融
達
を
紡

ぐ

る
こ
も

い
ひ
得

る
〔鼓
三
入
)
の

に
、

此

視
で
は
此
弊
を
避

く
る
を
得

る
。
特

に
所

得
税

の
外

に
財

論

叢

綜
合
的
奢
侈
税
の
批
評

第
†
七
巻

(第
二
號

三
一
)

】
八
三

36)

3の

38)
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、

、

¶

:
論
「ご
叢

綜
合

的
薯
移
換

の
批
距

第
†
七
巻

(第

二
號

三
二
)

…
八
四
'

㌧

遷

欝

欝

・
場
禽

如
き
婆

を
輕
課
し
春

本
の
落

を
重
課
す
を

い
垂

窪

策
上
の
讐

を
見
・
の

に
此
綜
合
齊
修

税
あ

れ
ば

之
を
緩

和

し
得

る
(註
三
九
)。
-

(註
≡
八
)
ホ
ブ
ソ
・丘

、
か
し
ろ
能
力
の
見
地
よ
り
此

罷

力
な
き
こ
・・
奎

張
す
・
曰
く
・
生

産
的
元
素

の
所
薯

に
・
其

元
素

の
生
産
的
能
率

斐

持
し

、
其

通
髪

促

墾

,
磐

・
必
要
牙

籖

に
畢

・
所
得
の
元
畜

、
生
産
襲

用
・
な
経

霧

ふ
べ
き
熊
方
書

力
な

い
♂

。

(註
一二
九
二
剖
出
註
八
参
照
。

第

二
段
.

綜

合

的

奢

侈

税

の
短

所

綜
合
的
齋
修
税
に
は
前
記
の
如
く
多
様
な
る
長
厨
が
あ
る
が
、
肌
に
之
に
若
干
の
短
所
あ
る
を
看
巡
す
る
を
得

ぬ
。
先
づ

'・

ラ↑
長
握
上
-

巌

、
同
じ
く
消
費
税
で
あ
っ
て
も
間
接
視
で
あ
れ
ば
消
費
者
ご
し
て
負
捲
容
易
に
負
捻
威
輕
易

な

る
傾

き
の
あ

る
の

に
(註
四
9

、
本
税

の
如
く
直
接

税

ご
な

る
恩
消
費
者

に
於
け

る
負
撚

は
多

少
困
難

に
負

捲
威

の
重

い
こ
ご
を
免

れ
な

い
。
此

は
挽

ざ
し
て
は

己
む

を
得

漁
こ
ご
で
.は

あ

る
が
、
相
対
的

に
見

て

　
の
弱

黙

ε

い

へ
ば
弱
難

で
あ

る
。

(註
四
〇
)拙
論
丈
、
費
上
晩
の
本
質
孜
長
所
、
第
二
段
「
四
の
B
参
照
。

(

(

ラニ
技
術
上

、

・

〔

■

　偉
立
法
技
術
士
、
税
率
累
進
免
税
黙
等
の
定

め
方

の
困
難

一

塊
視
を
し
て
公
卒
土
の
機
能
を
完
う
せ
し
む

る

40)Hobs⑪n,1・c・P..41・
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、

」

の
に
は
、
累
進

牽
菟

穐
勲
等
を
定

め
な
く

て
は
な
ら

搬
、
叉

之
を
定

め
得

る
所

で
は
あ

る
が
、
之
を

定

め
る

こ
ビ

が
實

に
六

つ
か
し
く
(註
四
一
)。
多
少
濁
断

恣
意

に
陥

る
を
免

れ
な

い
。
.尤
も
此
種

の

こ
ε
は
共
行

ひ
得

る
有
ら

ゆ

る
視

に
共

通
の

こ
だ
で

あ

っ
て
、
此
税
だ

け
の

こ
嬉
で
は
な

い
が
。

・
動

(註
四

ご

パ
ウ
に
・
之
が
困
難
の
第

一
11
・
免
税
す
べ
告
最
小
漕
費
額
々
公
正
に
決
定
す

ろ
こ
ピ
に
存
す
ε
爲
す
。
之

に
反
し
彼

ば
税
率
の
確
定
及

の
.

、

ユ

累
進
の
貴
行

に
比
較
的
簡
箪
也
ざ
い
ふ
て
居

う
け
れ
こ
も

、
此
こ
て
も
巖
格

に
い
へ
ば
矢
張
り
六

つ
か
し

い
。

ラB

行

政

運

用

上

、

一

)

、

い
課

税
物

件

の
捕

捉
1

が
困
難

で
あ

る
(註
四
二
)。

固

よ
り
之

に

つ
き
常
事
者

の
申
告

の
み
に
因

る
こ
ご
が
.

(

出
旅
す

内
官
醗

の
調

査

も
要
す

る
こ

ピ
に
な

る
が
、

借

て
此

が
困
難

で
あ

る
。

】「
方

に
所

得

挽
が
存

在

し
他
方

に

財
産
増
償

悦
が
あ
れ
ば
、
其

か
ら
計
算

し
得

る
澤

で
は
あ

る
が
、
共

の
み

に
俊

穎

し
て
は
や
は
り
不
安
心

で
め

る
。

呪

や
財
産

増
償

悦
な
き
麗

な
ご

に
て
は

一
層

の
困

難

が
あ
る
。

〔註
四
二
)
パ
ウ
も
之
に
つ
き
、
誤
脱
物
件
の
事
買
上
の
捕
捉
が
最
後
の
心
配
な
り
定
い
ひ
亀
ホ
フ
マ
ン
も
、
各
箇
の
家
族
及
箇
人
の
消
費
た
監
督
の

下
に
置
く
こ
ε
は
明
か
に
不
可
能
也
ξ
篤
し
「
ス
タ
ン
プ
も
・
蓄
積
さ
れ
ざ
る
所
得
の
硯
に
に
實
際
的
困
難
.あ
り
ピ
爲
し
、
其
他
コ
ソ
サ
、
ウ
ン

鱒

プ

呂
ン
バ
ッ

ハ
等
此
種
の
消
費
税
の
蟹
行
難

壁
拳
ぐ
。

ラ

、」、
.ろ
滞

納
の
多
大

-

光
視

は
夫

の
間
接

挽
の
如

く
比
較
的
有
力

な

る
瞥
業
首
を
義

務
者

・し
す
る
も

の
(註
四
三
)

.

`

ご
異

り
、
冤

挽
黙

の
定

め
方

に
よ
り

て
は

可
な
り
下

級

な
る
人

々
を
も
義
務
者

こ
す

る
こ
ご
こ
な
り
、
随

ふ
て
滞

論

叢

綜
合
的
奢
侈
税
の
批
評

鋪
十
七
巷

〔第
二
號

三
三
)
.
一
八
五

.42)
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、

輪

業

綜
合
的
署
傍
視
の
批
評

第
+
七
巻

(第
二
號

三
四
)

一
入
六

納

ε
な

る
こ
ご
が
間

接
税
よ
b
も

一
層

多

い
こ
ご
ご
な

る
恐

が
あ

る
。

鋤

(註
四
三
〕
ベ
ル
ギ
ウ
ス
が
、
間
接
税
で
に
租
税
滞
納
が
起
ら
す
這
い
ふ
て
居

る
の
に

、
少

し
極
端
で
あ

み
げ
れ
こ
も
・
此
に
に
比
較
的
滞
納
の
少

な

い
こ
ミ
は
事
實
で
あ
る
。

,

結

論

F

以
上
要
之
、
綜
合
奢
侈
視

に
は
若
干
の
美
黙
が
確

か
に
存
在
し
、
負
櫓
上
及
特

に
技
術
上
に
困
難
の
存
す
る
こ

ε
は
璽
は
れ
な

い
が
、
併
b
他
方
に
其
も
の
こ
し
て
も
他
視
特

に
間
接
清
費
税
な
ご

、
比
較
し
て
も
、
公
半
課
税

上
、
経
済
及
肚

會
政
策
上
、
負
握
上
、
牧
人
上
、
技
術
上
等
に
折
角
多
大
な
る
長
所
を
も

つ
こ
ε
あ
る
所
で
あ
る

か
ら
、
何
ε
か
其
技
術
上
の
困
難

に
打
勝

つ
の
道
を
講
じ
て
、
之
を
完
成
し
實
現
し
た
い
も
の
ε
思

ふ
。

、

45)Bergius,a.a.0.S.308.
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